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　　 ●リレーエッセイ（61）

【4面】●前立腺肥大症センター開設！
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献
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携
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積
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０
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療
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葉
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携
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検
を
策
政
療

 

10

、
年 

20

の
域
地
、
え
据
見
を
先
年

て
し
と
）
盤
基
会
社
（
ラ
フ
ン
イ

員
人
、
に
う
よ
る
せ
た
果
を
割
役

を
資
投
に
的
極
積
も
に
備
設
も
に

。
す
ま
け
続
も
後
今

取
を
見
意
ご
の
ま
さ
皆
も
年
今

　

大
南
い
良
り
よ
、
ら
が
な
れ
入
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２
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検
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市民講座 今後の予定

■ ２／７（木）　 13時半～ 15時

『最後まで自分らしく生きる
 ～終末期医療と看取りの現在（いま）～』

『　　病院長 特別講演
 ～南大和病院の過去・現在・未来～』

講師 奥野滋子氏

講師 茅野 修史 病院長
『 当院での手術について
　～ちいさな創（きず）の手術～　』

講師 高川 亮 医師

やまと健康講座
（大和市高齢福祉課・桜ヶ丘中央病院・南大和病院共催）

※こちらの健康講座はヤマトン健康ポイント（３Ｐ）の対象
　になります

タイトルは変更になる可能性がございます。
詳細は院内掲示等で随時ご確認ください。

■ ３／８（金）    14時半～ 15時半

『手術で良くなる難聴もあります』
講師 中崎 浩一 医師

■ ３／ 19（火）    10時半～ 11時半

場所：イコーザ２階　多目的ホール
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で
来
外
煙
禁
度
の
こ
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る
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Ｃ
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濃
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Ｏ
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数
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バ
タ
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吸
に
日
１
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す
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時
始
開
煙
禁
、
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た
る
す
関
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濃
Ｏ

禁
、
が
度
濃
Ｏ
Ｃ
た
い
て
し
示
を
値
高
に
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患
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と
こ
る
す
下
低
と
々
段
り
よ
に
煙

こ
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す
ま
き
で
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と
こ
る
知
が
身
自
ん
さ

と
こ
る
す
感
実
を
果
効
の
煙
禁
り
よ
に
れ

。
す
ま
り
が
繋
に
欲
意
の
へ
続
継
煙
禁
で

な
要
必
も
に
価
評
の
煙
禁
・
煙
喫
、
た
ま

。
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だ
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が

弱
微
に
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、
は
置
装
の
こ
。
た
し
ま
れ
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Ｂ
Ｉ
Ａ
）

除
、
量
肪
脂
体
の
体
、
り
よ
に

、
量
分
水
外
胞
細
、
量
分
水
体
、
量
肪
脂

ど
な
量
筋
格
骨

を
約 
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す
定
測
で
ど
ほ
秒

に
的
期
定
を
ら
れ
こ
。
す
ま
き
で
が
事
る

ビ
ハ
リ
や
理
管
養
栄
、
で
と
こ
る
す
定
測

ウ
イ
ラ
ド
の
者
患
析
透
、
果
効
の
動
運
リ

用
使
で
野
分
な
々
様
ど
な
導
指
康
健
、
防

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
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こ
さ
よ
谷
渋

れ
さ
催
開
が
い

、

ク
ル

大
南
『

和

連
桜

』

し
ま
し
露
披
を
舞
演
に
気
元
も

た
！

声
ご
い
か
温
、
様
皆

援
を

が
り
あ

！
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と

救
急
救
命
士
の

病
院
実
習
を

行
い
ま
し
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救
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病
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ま
し
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８
１
０
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年 

12

６
月

日（
木
）と 

12
日

水
（

）

士
命
救
急
救
の
急
救
南
市
和
大
る
い
て

い
行
を
習
実
院
病
が
名
３
員
隊
急
救
と

。
た
し
ま

う
よ
の
ど
が
方
た
れ
さ
送
搬
は
回
今

　

役
で
場
現
、
り
知
を
か
る
辿
を
過
経
な

る
げ
あ
を
度
精
の
技
手
た
ま
、
る
て
立

に
心
中
を
来
外
。
た
し
で
的
目
う
い
と

、
し
学
見
に
際
実
を
れ
流
の
院
入
や
置
処

、
学
見
器
機
Ｅ
Ｍ
の
ど
な
器
吸
呼
工
人

。
た
し
ま
い
行
を
ど
な
会
習
学
の
理
倫
床

、
り
知
を
顔
に
い
互
お
が
隊
急
救
と
院
病

。
す
ま
い
思
と
た
来
出
が
り
作
係
関
い
良入

院
患
者
さ
ま
の

お
履
物
に
つ
い
て

入
院
患
者
さ
ま
の

お
履
物
に
つ
い
て

　

事
倒
転
の
ま
さ
者
患
院
入
は
で
院
当

リ
は
物
履
お
の
中
院
入
。
た
し
ま
し
た

理
ご
、
で
の
す
ま
き
だ
た
い
て
せ
さ
と

し
た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ
力
協
ご
・
解

。
す
ま

南
大
和
病
院

南
大
和
病
院

日
本
ロ
ボ

ト
リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
・
ケ
ア
研
究
大
会
に
参
加

日
本
ロ
ボ

ト
リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
・
ケ
ア
研
究
大
会
に
参
加

第８回】
容
内
表
発
【  

８
第

回

 

in 

大
分

お
に

し
と
告
報
例
症
、
て
い

て

腿
大
「

骨

部
頸

に
者
患
析
透
持
維
の
後
折
骨

Ｉ
Ｖ
Ｅ

を
Ｓ

と
能
可
帰
復
宅
在
し
用
併

な
た
一

」
例
症

は
容
内
。
た
し
ま
し
表
発
を

、

復
回
院
当

の
率
帰
復
宅
在
の
者
患
析
透
持
維
、
る
あ

で
告
報
の
性
能
可
の
善
改
題
課
る
よ
に
用

。
す

】
想
感
【  

て
し
加
参
に
会
大
究
研
本
ら
か
年
昨
一

が
す
ま
い

、

患
傷
損
髄
脊
や
者
患
中
卒
脳建

再
行
歩
の
者

を

た
し
と
的
目

ロ
ボ

ト

れ
さ
唆
示
が
性
用
有
の
リ
ビ
ハ
リ

、
卒
脳

ス
ン
デ
ビ
エ
る
け
お
に
ン
イ
ラ
ド
イ
ガ
中

そ
。
た
し
ま
じ
感
を
り
が
上
り
盛
、
れ
らボ

の
ト

ア

  

で
方
一
の
そ

、

場
現
床
臨

で
の
ス
タ
フさ

悪
の
れ
入
け
受
、
や
差
の
度
熟
習
の
間

が
設
施
い
な
い
て
き
で
が
用
運
で
因
要
が

啓
に
も
と
と
入
導
、
り
か
わ
が
状
現
い
多

。
た
し
ま
し
識
認
再
を
性
要
重
の
動
活
蒙

】
望
展
と
状
現
【  

し
と
心
中
を
手
若
、
は
て
い
お
に
院
当

タ
フ

蒙
啓
の
へ

、

す
ま
い
て
し
続
継
を
表
発

。

セ
の
器
機
各

し
て

あ
も
と
こ
る
い

り
、
タ
ス

、
め
認
を
上
向
の
度
熟
習
の
フ併

に
リ
ビ
ハ
リ

用

繋
に
上
向
能
機
体
身
し

と
こ
る
げ

が

い
て
し
感
実
と
る
い
て
き
で

。
す
ま

乗
相
の
と
こ
る
す
用
併
に
リ
ビ
ハ
リ
常
通

ピ
ラ
セ
、
今
た
き
て
え
増
が
告
報
の
果
効

に
軟
柔
、
し
識
認
を
ゴ
エ
の
て
し
と
ト
ス

供
提
を
リ
ビ
ハ
リ
い
良
り
よ
、
し
用
利
に

。
す
ま
い
て
え
考
と
事
る
す
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糖
尿
病
料
理
教
室 

開
催
の
ご
報
告

糖
尿
病
料
理
教
室 

開
催
の
ご
報
告

糖尿病
チーム
による

市民
講座

　

護
看
・
師
医
は
で
院
当

師
・

学
理

・
士
養
栄
理
管
・
師
剤
薬
・
士
法
療

成
ら
か
士
養
栄

る

活
生
や
療
治
の
ま
さ
者
患
病
尿
糖
がす

。

よ
年
昨
一
、
て
し
と
環
一
の
そ

座

尿
糖
『

病

て
し
画
企
を
』
室
教
理
料

り
お

、
年
昨

は 

11
月 

24
日(

土)

大
に

回
今
。
た
し
ま
し
た

は

い
良
に
体
「

う
ろ
摂
を
油

」

た

こ
の
き
『

た

ぷ
り

油
ニ
マ
ア
や
ア
ヌ
キ
の
題
話
今
、』
け
か
ん
あ
風
華
中
の
ま
ん
さ

を
』
ン
リ
プ
茶
じ
う
ほ
質
糖
低
『、
』
ダ
ラ
サ
ア
ヌ
キ
風
華
中
『
た
し
用
使
を

し
お
ら
が
な
し
か
動
を
手
と
る
ま
始
が
理
調
。
た
し
ま
し
た
い
食
試
・
理
調

と
い
し
欲
て
し
催
開
て
し
続
継
を
室
教
理
料
。
た
し
ま
き
だ
た
い
を
約
予
ご

是
。
す
ま
り
い
ま
て
し
画
計
も
後
今
、
で
の
た
し
ま
き
だ
た
い
く
多
も
声
の

 

）
希
美

▲「糖尿病チーム」左から渡邉（薬剤師）、高原（理学療法
士）、吉良（看護師）、芦川（管理栄養士）、山本（看護師）、
伊藤（栄養士）

▲今回調理した『きのこたっぷりさんまの
中華風あんかけ』、『中華風キヌアサラダ』、
『低糖質ほうじ茶プリン』

▲６～７人のグループに分かれ、皆さん初
対面ながらも終始和気あいあいの和やかな
雰囲気。楽しい教室となりました。

2019 年 1月 1日

２

執
筆
者

ん
ど、
き
頂

ど
ん
職
員
間
に

ま
き
い
て
げ
拡
を
輪
の

す
。 
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番
目
は

の
室
携
連
域
地

 

子
金

 

子
俊

さ
ん

。
す
で

者
筆
執
の
回
次

は

の
部
務
総

山
平

 

す
で
ん
さ
代
和

。

！
に
み
し
楽
お

ク
タ
ク
に
前
く
歩
で
の
く
続
と
遠
永
（

が
な
し
動
感
、
き
驚
に
い
違
の
模
規
が

サ
（
者
験
体
ん
が
乳
。
た
し
ま
き
歩
ら

き
好
、
が
た
し
ま
れ
さ
布
配

な

で
好
格

全
で
ま
先
靴
ら
か
毛
の
髪
で
能
可
加
参

連
子
親
の
ら
が
な
し
流
を
楽
音
て
せ
載

。
た
し
ま
き
歩
と
人
の
く
多
、
ど
な
れ

（
い
し
珍
、
し
差
日
の
国
南
、
空
い
青

の
頃
日
、
々
木
や
花
）
い
な
見
で
本
日

。
た
し
ま
り
な
に

ン
セ
ん
が
の
学
大
イ
ワ
ハ
は
に
日
翌

　

乳
た
し
用
利
を
Ｔ
Ｉ
の
人
の
）
腺
乳
度

聞
を
演
講
て
い
つ
に
断
診
定
確
の
ん
が

が
発
開
の
置
装
る
き
で
断
診
が
癌
い
く

ま
。
た
し
ま
り
知
を
と
こ
る
い
て
れ
さ

究
研
る
い
て
し
を
究
研
の
癌
の
供
子
た

の
そ
。
た
し
ま
い
行
も
ど
な
学
見
の
室

効
有
が
ス
ン
ダ
ラ
フ
に
後
術
ん
が
乳
後

て
し
加
参
に
れ
そ
、
り
あ
が
究
研
の
か

を
ス
ン
ダ
ラ
フ
の
ち
た
人
の
者
患
た
い

に
イ
ワ
ハ
。
た
し
ま
め
深
を
流
交
て
見

地
現
の
来
本
、
が
ス
ン
ダ
ラ
フ
た
い
て

簡
も
で
人
の
イ
ワ
ハ
は
ス
ン
ダ
ラ
フ
の

と
界
世
い
な
き
で
が
と
こ
う
習
は
に
単

デ
て
い
つ
に
育
教
の
本
日
と
育
教
ん
が

へ
生
高
中
も
で
体
団
る
い
て
し
加
参
の

介
紹
で
り
か
ば
た
め
始
を
育
教
ん
が
の

に
人
８
は
育
教
の
国
米
、
が
た
し
ま
し

こ
ら
か
る
あ
で
国
る
な
に
ん
が
乳
人
１

、
れ
さ
が
育
教
の
ら
か
ち
う
な
さ
小
そ

を
と
こ
る
い
て
し
上
向
も
率
診
受
診
検

。
た
し
ま
り
知

を
活
生
の
段
普
て
し
加
参
に
回
の
こ

　

ラ
ボ
の
勢
大
、
中
の
境
環
の
国
異
れ
離

々
色
、
か
何
は
と
こ
る
来
出
に
分
自
今

。
た
し
で
会
機
い
良
る
え
考

は
で
人
１
、
り
ま
深
が
絆
の
と
間
仲
の

を
手
と
間
仲
の
国
全
も
で
動
活
な
さ
小

に
動
活
の
次
い
あ
し
ま
励
、
い
あ
り
と

。
す
ま
い

め
じ
は
診
検
ん
が
乳
で
域
地
も
後
今

　

け
続
を
動
活
発
啓
て
い
つ
に
診
検
ん
が

体
の
身
自
分
自
て
し
そ
。
す
ま
き
い
て

。
す
ま
い
思
と
う
こ
い
て
し
に
切
大
を
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。
す
で
子
金
の
室
携
連
域
地
、
場
登
イ
セ

ん
そ
。
す
ま
し
を
話
昔
れ
わ
言
く
よ
と

し
任
赴
に
院
当
が
長
院
野
茅
、
は
私
る

乳
、
り
わ
携
に
」
建
再
房
乳
「
ら
か
て

な
く
多
が
と
こ
す
話
と
様
者
患
の
ん
が

え
考
と
る
あ
が
要
必
る
す
解
理
を
ん
が

ド
ア
ン
ボ
リ
ク
ン
ピ
。
た
し
ま
り
取
を

さ
切
大
の
見
発
期
早
や
発
啓
の
診
検
ん

ン
ピ
。
す
ま
り
あ
が
割
役
る
え
伝
ど
な

モ
診
触
で
ト
ン
ベ
イ
や
動
運
ン
ボ
リ
ク

早
、
て
い
つ
に
ん
が
乳
、
い
使
を
ル
デ

い
て
し
し
話
お
ど
な
さ
切
大
の
見
発
期

。
す
ま

た
し
ま
き

。

ン
Ｇ
・
・

で
体
団
Ｏ
Ｐ
Ｎ
国
米
は
ｉ
ｉ
ａ
ｗ
ａ
Ｈ

で
体
団
援
支
者
患
ん
が
乳
の
大
最
国
米

助
援
の
額
多
に
究
研
の
癌
て
し
そ
。
す

。
す
で
体
団
る
い
て
し
を

時 

20

６
、
発
出
て
い
歩
を
ル
テ
ホ
に
分

時 

30会
開
の
時
７
て
し
を
り
入
場
会
は
に
分

備
準
、
後
の
式
会
開
。
す
ま
き
続
と
式

年末年始の忘年会や新年会で美味しいものを食べ過ぎて胃が重たい
なぁという時に…
火を使わずに炊飯器で作れる簡単スープで、体を温めて胃腸も一休み
させてあげましょう！

エネルギー 201kcal

①鶏肉は軽く水洗いしておく。

②具材を切る。
　・かぶ ー 8等分くし切り
　・れんこん ー 半月切り（5mm厚さくらい）
　・ごぼう ー 乱切り
　・ねぎ ー 幅 1cmくらいのななめざく切り

・生姜 ー 千切り
・切り餅 ー ４等分

③炊飯器の内釜に①②をばらして入れ、Aの調味料と水を入れる。
　普通にご飯を炊く時の「炊飯モード」でスイッチON。

④炊き上がったら器に盛り、食べやすい大きさに切った水菜、お好みで唐辛子など添えて
　いただきます。

○作り方○材料（２人分）

塩

こしょう

生姜

ねぎ かぶ

オイスターソース

鶏がらスープの素

鶏　手羽元 水菜

糸唐辛子

切り餅

ごぼうれんこん

手 羽 元 の 冬 野 菜 あった か スープ

●鶏　手羽元　　 4 本
　（他の部位でも可）
●かぶ　　　　　 1 個
●れんこん　　1/4 本
●ごぼう　　　1/4 本
●ねぎ　　　　1/4 本

●生姜　　　　　１かけ
●切り餅　　　　 1 個
　（とろみ付用、出来上がり時には溶けてしまいます）

Ａ ・鶏ガラスープの素　小さじ 1杯
　・塩　　　　　　　　小さじ 1/6 杯
　・こしょう　　　　   少々
　・オイスターソース　小さじ 1杯
　・水　　　　　　　　500ml

●水菜　　　　　　　　 1/4 束
●糸唐辛子、七味唐辛子など　お好みで

炊飯器でつくる

養栄のりたあ人一《 価》

③

炊飯器はご飯を炊くだけでなく、スイッチひとつで調理にも使えます。
炊飯器を使うと固い根菜類も簡単に柔らかくなり、手軽にスープや煮物など
が作れます。今回は、スープのとろみ付けに、お正月や鏡開きで残りがちな
お餅を使用しました。

オイスターソースが無い場合は、醤油３gと砂糖 1gで代用できます。
また、鶏ガラスープの素をコンソメや和風だしに変えても味のアレンジが出
来ます。是非お好みの味を見つけてみてください。

鶏肉は、薬膳では
◎体を温め、消化器の働きを良くする
◎元気と血を補い、体に力をつける
などの食効があると言われています。

《鶏肉》 《生姜》生姜には「ジンゲオール」や「ショウガオール」という成分が含まれています。
「ジンゲオール」は生の生姜に多く含まれ、抗炎症作用や殺菌作用があるので風邪予防に、
「ショウガオール」は乾燥した生姜に多く含まれ、血行を促進し体を温める作用があるので
冷え性の方におすすめです。

たんぱく質 11.8g
脂質 6.7g
炭水化物 22.7g
塩分 1.8g

栄養豆知識

2019 年 1月 1日

３

記
後
集
編い

寒
・

…

根
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
見
り
周
ず
ら
返
り
振
ろ
後
！
標
目
・  

　
　
　
　
　）
支
干
（
進
猛
突
猪

   

渕
増

平
、
り
わ
終
が
年
１
た
し
実
充
・

成 

31
年

  

み
し
楽
か
る
あ
が
と
こ
い
し
楽
な
ん
ど
は
　

頃
の
こ
日
今
な

。

事
仕
も
年
今

、

イ
ラ
プ

　

す
!!!

　
　
　
　

　

子
金す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お
て
し
ま
け
あ
・

。

  

。
す
ま
し
た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ
も
年
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

田
長

。
す
ま
し
い
願
お
く
し
ろ
よ
も
年
今
・　

田
原

　
　
　
　。
に
切
大
体
お
で
の
い
寒

！
ね
た
し
ま
け
明
が
年
の
後
最
成
平
・  

中
田
　
　
　
　！
す
ま
し
い
願
お
も
年
今

い
着
ち
落
。
た
し
ま
り
な
く
し
新
が
服
制
・  

張
頑
に
た
ら
あ
ち
持
気
。
す
で
気
囲
雰
た

  

野
阿

　
　
　
　
　。
す
ま
い
思
と
い
た
り

開
を
科
器
尿
泌
に
月
４
年
７
１
０
２

　

を
療
診
来
外
の
般
全
科
器
尿
泌
、
し
設

郎
太
本
松
の
医
当
担
。
た
し
ま
し
始
開

・
木
・
火
・
月
、
在
現
。
す
ま
し
申
と

行
を
療
診
来
外
が
生
小
に
中
前
午
の
金

変
が
医
当
担
週
毎
は
日
曜
土
つ
か
、
い

し
療
診
と
後
午
・
前
午
、
が
す
ま
り
わ

。
す
ま
り
お
て

腺
立
前
に
特
は
で
科
器
尿
泌
の
院
当

　

、
り
お
て
れ
入
を
力
に
療
治
の
症
大
肥
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ま
込
見
が
加
増
層
一
後
今
、
し
設
開
を

療
治
ら
か
断
診
の
症
大
肥
腺
立
前
る
れ

症
大
肥
腺
立
前
。
す
ま
い
行
で
ま

は 

50

 

60

確
い
高
的
較
比
に
性
男
の
ぎ
過
歳

排
な
々
様
。
す
で
患
疾
る
す
生
発
で
率

も
で
中
の
状
症
る
わ
か
か
に
尿

、

が
尿
「

い
ら
ず
出

」と
か

い
弱
が
い
勢
「

」
ど
な

高
の
巷
く
よ
。
す
で
的
徴
特
が
状
症
の

さ
と
」
為
所
の
年
「
は
で
間
の
性
男
齢

。
す
で
い
多
が
と
こ
る
あ
で
」
為
所
た

尿
る
れ
か
分
に
間
区
の
つ
３
は
腺
立
前道

の

間
区
１
「

」

。
す
ま
い
て
し
成
構
を

一
た
ま
。
す
で
部
一
の
道
尿
は
腺
立
前

立
前
「
の
部
一
の
液
精
は
腺
立
前
で
方

。
す
ま
い
て
し
も
き
働
る
造
を
」
液
腺

中
が
器
臓
う
い
と
腺
立
前
の
こ
、
だ
た

す
で
明
不
因
原
、
と
る
な
に
降
以
年
高

悪
が
り
通
の
尿
め
た
る
れ
腫
く
き
大
が

し
査
検
に
細
詳
を
度
程
の
症
大
肥
腺
立

が
と
こ
る
す
療
治
に
切
適
、
し
類
分
て

の
症
大
肥
腺
立
前
の
常
通
。
す
で
能
可

問
ず
ま
、
は
て
し
と
療
診

診

の
状
症
（間

期
の
ら
か
て
し
現
出
・
方
出

）・
触
診

認
確
を
さ
き
大
・

）・

検
波
音
超

査
尿
（

立
前
・
胱
膀
・
臓
腎
で
態
状
た
め
溜
を

察
観
を
態
形
の
腺

）・
検
尿

れ
さ
出
排
（

Ｓ
Ｐ
・）
る
べ
調
を
状
性
の
尿
た

Ａ
採
（

を
）
価
評
を
性
能
可
の
癌
腺
立
前
で
血

う
疑
を
症
大
肥
腺
立
前
。
す
ま
し
査
検

の
尿
排
（
定
測
流
尿
、
ば
れ
あ
が
候
兆

る
べ
調
を
い
勢
の
時

）

測
尿
残
・

定
排
（）・膀

動
活
過
と
ア
コ
ス
状
症
腺
立
前
際
国

コ
ス
状
症
胱

ア

値
数
の
状
症
の
在
現
（

検
波
音
超
腸
直
経
・）
化

査

か
り
し
お
（

イ
サ
の
腺
立
前
ら

ズ
・

）
る
べ
調
を
状
性

で
大
肥
い
き
大
て
し
さ
。
す
ま
い
行
を

ら
明
、
し
始
開
を
療
加
服
内
ば
れ
け
な

合
場
い
き
大
が
ズ
イ
サ
の
腺
立
前
に
か

観
で
鏡
視
内
は
合
場
い
多
が
尿
残
た
ま

ら
ぐ
の
ど
が
道
尿
部
腺
立
前
、
て
し
察

ら
れ
こ
。
す
ま
し
認
確
を
か
の
い
狭
い

腺
立
前
に
下
酔
麻
身
全
ば
れ
あ
が
要
必

立
前
。
す
ま
し
」
出
核
「
で
鏡
視
内
を

ま
い
ざ
ご
種
各
も
に
術
手
の
症
大
肥
腺

腺
立
前
的
道
尿
経
で
本
日
く
ら
長
。
す

Ｒ
Ｕ
Ｔ
（
術
除
切

立
前
う
い
と
）
Ｐ

し
ま
き
て
れ
わ
行
が
術
手
の
症
大
肥
腺

が
り
限
に
ズ
イ
サ
な
能
可
除
切
、
が
た

ロ
ト
ン
コ
の
血
出
後
術
、
や
と
こ
る
あ

術
手
鏡
視
内
い
し
新
年
近
、
ら
か
点
観

行
施
が
」
術
出
核
「
の
腺
立
前
て
し
と

な
と
応
適
険
保
に
月
４
年
今
は
で
院
当

を
術
手
鏡
視
内
い
し
新
う
い
と
）
Ｂ
Ｅ

腺
内
の
腺
立
前
。
す
ま
り
お
て
し
行
施

外
を
域
領
い
深
の
係
関
に
尿
排
う
い
と

剥
に
次
の
そ
、
て
し
が
剥
に
先
ら
か
腺

。
す
で
術
手
る
す
除
切
を
腺
内
た
し
が

に
目
た
見
、
め
た
る
す
行
施
で
鏡
視
内

出
核
。
ん
せ
ま
き
付
も
傷
に
特
後
術
は

き
大
に
上
以
道
尿
の
常
正
、
は
後
た
し

。
す
ま
し
現
出
に
中
の
腺
立
前
が
間
空
な

大
が
腺
立
前
に
だ
未
。
す
ま
り
な
く
易

ま
い
て
れ
さ
明
解
は
因
原
る
れ
腫
く
き

も
い
し
珍
に
特
は
気
病
の
こ
、
が
ん
せ

の
性
男
の
齢
高
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
の

腫
く
き
大
度
一
、
く
高
は
率
病
有
の
方

し
少
に
と
ご
う
追
を
年
と
る
め
始
し
大

大
に
実
着
が
す
で
徐
緩
は
度
速
る
な
く

合
具
出
の
尿
「、
り
な
く
き

」

響
影
悪
に

と
態
状
な
的
期
末
。
す
ま
し
ら
た
も
を

る
な

と
、

行
移
で
ま
態
状
る
な
く
な
き
で
出
排
を

涯
生
は
尿
排
。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
す

持
維
命
生
な
欠
可
不
要
必
、
り
た
わ
に

す
で
つ
一
の
動
活
の

。

弱
が
い
勢
の
尿
「

い
」

早
、
ら
た
い
付
気
に
状
症
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前立腺肥大症センターを開設しました前立腺肥大症センターを開設しました南大和病院

泌尿器科／松本 太郎 医師

泌尿器科

午前

受付時間 月 火 水 木 金 土

09:00～12:00

午後 14:00～16:00

夜間 17:00～19:00

南大和病院での診療です▪30分単位でのご予約となります
▪お電話でのご予約は 046(269)5000

14:00

18:00

▲膀胱鏡（内視鏡）▲尿流量測定装置付きトイレ

南大和グループ
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南大和病院
南大和クリニック
南大和高座クリニック
南大和老人保健施設
南大和訪問看護ステーション
南大和デイサービスセンター
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